
 
         『地域とともに６０年                 
           温かな心通う学校経営を目指して』                     
             

茅ヶ崎市立松浪中学校校長 亀田 春彦  
 

           皆さまこんにちは。日頃より子どもたちの見守りや地域行事を通して、生 
徒たちの健全な育成に向けて、ご協力いただきありがとうございます。 

 私は、平成２９年４月１日より松浪中学校長に着任し、今年度で３年目を迎え、この３月で定年

を迎える亀田春彦と申します。 教員時代も含めて、松浪中と浜須賀中に足かけ１５年おりました

ので、教員人生の半分は松浪地区で過ごせたことになります。 松浪地区は神社・仏閣がなく、地

域が集まるコミュニティーの場を住民自ら作り出さねばならない地域です。 そんな中、各自治会

の皆様、推進協議会の皆様、社会福祉協議会や体育振興会の皆様の協力のもと、様々な地域行事や

お祭りを企画、運営していただき、素晴らしい街づくりを実践されています。 中学生たちもボラ

ンティアとして各行事に参加させていただき、温かな人と人の触れ合いの中ですくすくと育ってい

ます。いつの日か地域に対してご恩返しをしてくれることと期待しております。 
 松浪中学校は地域の皆さまに支えられ、今年、創立６０年を迎えます。 自治会交流会や防災地

区マップづくり、地域ふれあい講座など、わざわざ学校に足を運んで頂き、生徒たちのために力を

貸していただいております。 私は常 「々茅ヶ崎市立松浪中学校」ではなく、「松浪地区立松浪中学

校」であると考えています。 現在、１０１３３名の卒業生が巣立っており、それぞれの立場で活

躍しているところです。 「温かな心通う学校」「保護者・地域から信頼される学校」「安全できれ

いな学校」をめざして、「ふれあい 思いやり 正しい行動」を合言葉に、全職員が「チーム松浪」

として組織的に取り組んでいく所存でおります。 推進協の皆さまをはじめ、地域の皆さま、保護

者の皆さま、今後とも変わらぬご支援、ご協力をお願いいたします。 
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茅ヶ崎市教育委員会より感謝状贈呈 
 
１１月１日、市役所分庁舎コミュニティホールに於 
いて、「令和元年度 茅ヶ崎市教育委員会 表彰式・ 
感謝状贈呈式」が行われました。 汐見台小学校地 
区からは「あいさつ見守り隊」齋藤忠二さん、齋藤 
ヒサ子さんの、“学校安全ボランティア（登下校時 
における児童生徒の見守り活動）”に対して教育長 
より感謝状の贈呈がありました。 齋藤ヒサ子さん 
は、開校 2 年目（2012 年）に発足した「汐見台小 
学校あいさつ見守り隊」に参加し、ご主人の齋藤忠 
二さんは、お仕事が一段落した年（2014 年）から 
参加して、通学路の交差点で “おはようございま 
す！いってらっしゃい！”とあいさつ見守り活動を 
今日まで続けていただいております。 『本当にありがとうございます！』これからもお元気で、

児童生徒の見守りをよろしくお願いいたします。      （汐小推進協 会長 松井 教） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汐見台小学校区推進協だより 



汐小推進協主催『第２回子ども大会』が松浪コミセンで開催されました。 
例年のように松浪中学校美術部の皆さんにご指導を頂きながら、小学生と

幼児たち約５０名がクリスマスにちなんだ作り物を楽しみました。 汐小

推進協の皆さんには壁掛けのクリスマスツリー、汐小ＰＴＡの皆さんには

ツリーに飾るオーナメント、サンタのぼうしをかぶった浪中美術部の皆さ

んには３組に分かれてミサンガ、クリスマスカード、ぶんぶんごま、をそれ

ぞれ教えて頂き、皆さん自分の作品をおみやげに持ち帰りました。 

（汐小推進協の壁掛けツリー）   （ツリーの部品）  （汐小ＰＴＡのオーナメント） 

（小学生が作ったクリスマスカードとミサンガ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
  
（小学生のツリー） 
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（推進協の開会あいさつ） お忙しい中、汐小         
             石井久美校長先生         
             もかけつけてくだ  
             さいました 
 
 
 
 
 
 
 
（楽しいぶんぶんごま） （かわいいミサンガ） 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

      

       
 
    《子ども大会に参加して》 

  松浪中学校美術部 部長  徐 光希 
 
 今回の子ども大会には松浪中学の美術部から 

６名がボランティアとして参加し、クリスマス 

カードとミサンガ、ブンブンゴマの作り方を教 

える事になりました。 わかりやすく伝えられ 

るよう部活動中にも練習し工夫を重ねました。 

当日は５０人程の小学生が集まりました。 自 

分らしい、自分の宝物になるような作品を作っ 

て、物を作る事の楽しさを伝えられたらいいと 

思い臨みました。 １年生から６年生まで年齢 

に合わせて教える事の難しさも感じましたが、 

良い作品が完成し喜んでくれると嬉しくなりま 

した。 この日作った物をクリスマスに誰かに 

作ってあげたり、誰かともう一度作ったりして 

楽しみが広がっていくといいなと思います。 

令和元年度『第２回子ども大会』 令和元年１２月１５日  

浪中・美術部 

汐小・推進協 浪中・ＰＴＡ 

 



【松浪中学校 “地域ふれあい講座” に参加】  令和２年２月２５日 
 
松浪中学校の生徒たちが、地元の各分野のスペシャリス 

トに「スポーツ・芸術・遊び・技術などを学びましょう］ 

という、恒例の“地域ふれあい講座” 

が開催されました。 ソフトテニス・ 

野球・手品・フラダンス・スポーツチ 

ャンバラ・将棋・ポスター作りなど様 

々なグループがある中で、汐小推進協 
は今回も生徒のみなさんにミュージッ 
クベルの楽しさを指導する事になりま 
した。 毎年ミュージックベルを希望 
する生徒が多く今回も２６人の参加がありましたので、２組に分かれてそれぞれ３人の講師が指

導を行ないました。 短時間の練習にもかかわらず講座が終了する頃には迫力あるベルの音が教

室いっぱいに響く様になり、２組の生徒さんたちがお互いに練習の成果を披露しあいました。 

《福祉ふれあいまつりに出店》 10/20 
 

松浪小学校で『松浪地区社協福祉ふれあいまつ

り』が行われ、汐小推進協も緑小推進協と合同

でからあげ・ポテトの模擬店を出店しました。 

お天気に恵まれてお客様が沢山来てくださっ

たおかげで、中学生ボランティアが汗をかきな

がら商品を運んでくれたり、大きな声で販売を

してくれたり大活躍でした。 体育館では作品

の展示や健康相談の 

他、ステージで汐見 

台小学校のダンスク 

ラブ・音楽クラブな 

どの発表があり、子 

どもたちの素敵な演 

技が披露されました。 

（汐小推進協 副会長 佐々木睦子） 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  （小中学生・老人クラブなどの作品展示） 
 
   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プラザのクリスマス    12/16 
 
一日の授業が終了した放課後の遊び場として、

汐見台小学校の体育館で『プラザしおみだい』

を開いています。 保護者や地域の方がパート

ナーとして見守る中で子どもたちが元気に遊

んでいます。 １２月のクリスマス会には多く

の子どもたちが参加して、ストラックアウト、

ケンケンパー、バスケットゴール、ビンゴゲー

ムなどを楽しんでくれました。 高野教頭先生

のサンタさんとプラザ委員長松井さんのトナ

カイさんの登場もあり、楽しい時間となりまし

た。 これからも子どもたちが安心して遊べる

場所となればと思います。 いつもご協力いた

だいているプラザパートナーの皆さんありが

とうございます。  （汐小推進協 矢野智子） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（指導スタッフのデモンストレーション） 
 
 
 
 
 



《ＣＡＰプログラムを実施》   令和２年１月２５日 
                 

汐見台小学校ＰＴＡの主催で ＣＡＰ(子どもへの暴力防止）おとな向 

けワークショップが汐見台小学校ランチルームで開催されました。  

週末にもかかわらず、多くの地域の皆さまにもおこしいただきありが 

とうございました。 子どもの基本的人権を守るためにおとなが子ど 

もとどう関わっていくといいか、を寸劇などの体験を通し深い学びの 

あった２時間でした。 子どもの安心・自信・自由をサポートする第 

一歩として、おとなのわたしたちもまず自分を大切にする気持ちも忘 

れないということ。 そして、おとな同志であいさつし合える関係づ 

くりが大切と感じたので、小さなことから実行していきたいです。  

     （汐小ＰＴＡ会長 和田 美香） 

  【ＣＡＰとは Child Assault Preventionの略称です】 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汐小ＰＴＡランチ会 令和元年１１月１５日  
いつも温かく子どもたちを見守ってくださって

いる地域の方々に感謝を伝えるため、今年初め

てあずき講座ランチ会を行いました。 保護者

たちが作ったランチを囲み、地域の方々とお腹

いっぱいになる、とても幸せな時間を分かち合

うことができました。（汐小ＰＴＡ 藤井 亮子） 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
  （ランチのしめはあずきのデザート） 

ご協力ありがとうございました ！  
３月に予定していた汐小推進協今年度最後の 
理事会はコロナウイルスの危険を避けるため 
中止といたしました。 この１年間推進協の 
活動に協力して下さった理事の方々、ＰＴＡ 
の方々、地域の皆様には感謝の気持ちを直接 
お伝えする事が出来なくなってしまいました。 
この地区最大のイベント「第７回なぎさの子 
☆村まつり」「子ども大会」をはじめ地域のイ 
ベントも全て成功裡に終わりましたが、これ 
も皆様方のご協力あっての事でした。 本当 
にありがとうございました。 又来年度もご 
指導・ご協力をよろしくお願い致します。 
     （汐小推進協 会長 松井 教） 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
青少年指導員まつり開催 令和２年１月２６日  

青少年会館にて

青少年指導員ま

つりが開催され

ました。 初め

ての開催で指導

員一同ドキドキ

ワクワク、各地

区ごとに趣向を

凝らしたワーク

ショップや遊び

を 提 供 しま し

た。 あいにく

の雨模様でしたが、300 名余りの来場者があり

どのブースも大にぎわいでした。 我ら汐見台

地区はキャンディレイのワークショップを開き

ました。 最初はぎこちなさもありましたが、

来てくれた子どもたちの笑顔や「ありがとう」

の言葉に励まされ、楽しくお祭りを終えること

ができました。  （青少年指導員 菊池由起） 
 
 
《編集後記》  新体制で始まった令和元年度 
の汐小推進協活動も地域の子どもたちに大きな

影響を与える事が出来て、大人にとっても大変

勉強になった一年でした。 かわいい子どもた

ちの為に来年度も頑張りましょう。  TOM 


